
山武市　学校評価（自己評価）結果公表シート　様式

1 学校の教育目標

2 本年度、重点的に取り組む目標や計画

3 評価項目の取組状況と達成状況

結果
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安心・安全な学校 B

4 学校評価の総合的な評価

※３と４の項目の評価結果の内容
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5 今後の取り組むべき課題

運動の２極化への対応 学校教育の時間内で運動量を確保するための工夫

山武市立山武北小学校

ふるさとを愛し、明るく元気に、生き生きと取り組む児童の育成

スローガン：一人一人が輝く「笑顔」いっぱい山武北小

評　　価

評　価　項　目 理　　由

１　「すすんで学ぶ子」→学習規律の確立、「主体的・対話的で深い学び」の実現
（本年度職員研修のテーマを「アクティブラーナーの育成」として児童に還元　別紙参照）
（児童・保護者アンケート該当項目90%）
２　「地域を大切にする子」→地域の行事や伝統文化を大切にする気持ちの醸成
　（児童・保護者・教職員ｱﾝｹｰﾄ該当項目90％以上　各学年でゲストティーチャーの活用）
３　安全・安心な学校→いじめを許さない姿勢の体現、納得した毎日を過ごす。
　（児童・保護者ｱﾝｹｰﾄ該当項目90％以上　いじめゼロ集会・いいね集会の定期実施）

主体的な学習 研修だより　児童アンケート該当項目（別紙）

児童・保護者・教職員アンケート（別紙）

児童・保護者アンケート（別紙）

地域連携

理　　由

目標を十二分に達成し、期待をはるかに上回る成果をあげた

B

　重点項目を概ね達成することができた。主体的な学習に関しては学校
評価アンケートにて「意欲的に取り組んでいる」の回答率が高かったこと
及びICTを用いた協働の様子や自力解決を行うための活動による。
　特に地域連携では、各学年の授業展開でゲストティーチャーとして活用
し、児童が地域の方々と交流会を開き、コミュニケーションをとる機会があ
り、地域を身近に感じ、地域の一員としての自覚が見られた。
　定期的ないじめゼロ集会や北小いいね集会を通じて自他を大切にする
気持ちがアンケートにも表れている。いじめによる不登校、電話・メール相
談は１件もなかったので、児童は学校生活に概ね満足していると考える。

多文化共生教育 互いの文化を知り、自己を高めるための指導

目標を十分に達成し、期待された以上の成果をあげた

目標を概ね達成し、期待された成果をあげた

目標の達成が不十分であり、期待された成果に及ばなかった

目標を達成できず、通常の努力で得られるはずの成果が得られなかった


